










要約:わが国においては今後とも少子化傾向が続くことが予想され、少ない子供を心身と

もに健康に育てることが我々の責務である。不慮の事故によって死亡する小児を減少させ

るためには、事故の実態を把握しての予防対策の確立が望まれ、今後ともモニタリングを

続ける必要がある。一般病院における事故症例の実態についても多くの報告があるが、今

回は京都第二赤十字病院における 2年間の事故症例 573 例を簡単にまとめ、モニタリング

の問題点について報告する。


